
令
が
あ
っ
た
。
通
信
機
が
故
障
し
た
場
合
の
た
め
と
、
班
長
と

二
人
で
民
間
の
家
を
廻
り
、
よ
さ
そ
う
な
犬
四
、
五
匹
を
軍
命

令
で
連
れ
て
き
、
半
年
ぐ
ら
い
で
三
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
電
報
送
受

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
ま
た
交
信
事
務
に
明
け

暮
れ
た
が
、
毎
日
敵
の
空
襲
が
あ
り
、
危
険
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

終
戦
と
な
っ
て
、
米
軍
に
兵
器
・
弾
薬
等
を
引
き
渡
し
、
二

十
年
十
二
月
、
米
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
に
よ
っ
て
旅
団
司
令
部

は
復
員
の
た
め
集
結
し
て
、
十
二
月
二
十
二
日
、
日
本
海
軍
残

存
の
駆
逐
艦
「
竹
」
に
乗
船
、
グ
ア
ム
島
経
由
に
て
浦
賀
上
陸
、

横
須
賀
で
復
員
、
釧
路
着
は
奇
し
く
も
二
十
一
年
一
月
一
日
で

あ
っ
た
。
ポ
ナ
ペ
諸
島
周
辺
配
備
部
隊
歩
兵
一
〇
七
連
隊
の
人

員
損
耗
表
に
よ
れ
ば
、
ポ
ナ
ペ
島
の
損
耗
二
百
五
十
九
名
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

南
洋
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
従
軍
記
　 

富
山
県
　
寺
島
武
　 

私
は
寺
島
武
で
す
。
私
が
初
め
て
昭
和
十
六
年
三
月
一
日
陸

軍
部
隊
へ
入
営
し
ま
し
た
時
の
家
庭
の
状
況
は
、

祖
母
（
七
十
二
）
　
健
在
　
昭
和
十
六
年
七
月
八
日
死
亡

父
　
　
　
　
　
　
　
死
亡
　
昭
和
四
年
十
一
月
一
日
死
亡

母
（
四
十
三
）
　
　
健
在

妹
（
十
九
）
一
人
　
健
在

弟
（
十
三
）
一
人
　
健
在

で
あ
り
ま
し
た
が
、
働
き
盛
り
の
私
が
入
営
す
る
と
留
守
家
族

は
即
、
生
活
が
苦
し
い
の
で
、
部
落
の
人
が
協
力
し
て
く
れ
た

が
、
家
族
と
く
に
母
は
苦
労
を
し
た
。
私
は
大
変
心
配
で
し
た

が
、
ど
う
に
も
出
来
ぬ
も
ど
か
し
さ
を
き
つ
く
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。
昭
憲
皇
太
后
の
御
歌
に

『
子
ら
は
み
な
戦
（
い
く
さ
）
の
庭
に
い
で
た
ち
て



媼
（
お
う
な
）
な
一
人
畠
（
は
た
）
を
た
が
や
す
』

若
者
の
ほ
と
ん
ど
を
戦
地
に
送
り
、
さ
び
し
く
留
守
を
ま
も

る
老
人
た
ち
の
姿
は
あ
わ
れ
だ
っ
た
。
と
あ
る
本
で
読
み
ま
し

た
。
日
清
、
日
露
両
戦
役
以
来
、
い
や
も
っ
と
昔
か
ら
農
民
の
、

国
民
の
苦
し
み
を
歌
っ
た
も
の
で
す
。
さ
て
、

昭
和
十
六
年
三
月
一
日
富
山
市
東
部
第
四
十
八
部
隊
へ
現
役

兵
と
し
て
入
営
。

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
九
日
兵
役
解
除
。
即
日
引
き
続
き
臨

時
召
集
。
十
八
年
十
二
月
十
七
日
ま
で
在
隊
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
七
日
原
隊
出
発
。
十
二
月
二
十
四
日

宇
品
港
よ
り
乗
船
、
出
航
。

昭
和
十
九
年
一
月
十
一
日
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
の
七
曜
島
の
水
曜

島
オ
レ
イ
桟
橋
へ
上
陸
。
第
五
十
二
師
団
歩
兵
第
六
十
九
連
隊

第
一
大
隊
第
一
歩
兵
砲
中
隊
へ
配
属
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
浦
賀
上
陸
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
復
員
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
自
宅
へ
帰
還
。

水
曜
島
へ
上
陸
し
た
私
た
ち
の
主
な
任
務
は
、
陣
地
構
築
で

し
た
。
昭
和
十
九
年
二
月
十
九
日
、
約
三
十
～
四
十
キ
ロ
離
れ

た
四
季
島
の
夏
島
へ
移
動
上
陸
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
戦
況

は
、
米
第
五
十
八
機
動
部
隊
が
数
日
前
ト
ラ
ッ
ク
島
の
攻
略
を

開
始
し
、
夏
島
へ
猛
爆
を
加
え
た
。
目
標
は
日
本
軍
飛
行
場
で

す
。当
時
は
、
タ
ケ
島
に
戦
闘
機
、
カ
エ
デ
島
に
雷
撃
機
、
ハ
ル

島
に
爆
撃
機
、
夏
島
に
水
上
基
地
等
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
飛
行
場
に
は
百
以
上
の
飛
行
機
が
あ
り
、
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

島
は
連
合
艦
隊
の
基
地
と
し
て
「
大
和
」「
武
蔵
」
以
下
の
艦

艇
や
司
令
部
要
員
が
い
た
が
、
す
べ
て
米
軍
の
猛
攻
の
た
め
転

進
し
て
行
っ
た
。
残
っ
た
の
は
飛
行
機
と
そ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

み
で
す
。

三
月
十
八
日
、
敵
の
夜
間
爆
撃
を
受
け
、
船
舶
三
十
余
隻
、

飛
行
機
百
余
機
の
損
害
を
受
け
た
と
大
本
営
の
発
表
で
し
た

が
、
実
際
は
そ
の
三
倍
以
上
の
三
百
余
機
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
夏
島
へ
転
進
以
来
、
陣
地
構
築
と
い
っ
て
も
実
際

は
防
空
壕
掘
り
に
毎
日
従
事
し
ま
し
た
。
兵
力
の
損
耗
を
防
ぐ

こ
と
を
第
一
と
し
て
、
と
に
か
く
敵
の
猛
爆
か
ら
身
を
護
る
こ

と
を
第
二
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
敵
の
爆
撃
は
機
動

部
隊
爆
撃
で
な
く
て
、
基
地
爆
撃
に
な
っ
て
お
っ
た
そ
う
で
す
。



三
月
末
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
に
対
す
る
本
格
的
爆
撃
が
始
ま

り
、
午
前
十
時
頃
よ
り
午
後
十
時
頃
ま
で
波
状
攻
撃
を
受
け
、

特
に
夏
島
は
海
軍
の
司
令
部
、
倉
庫
、
そ
の
他
重
要
施
設
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
全
盛
を
誇
っ
て
い
た
頃
で
す
か
ら
、
夏
島
が
重

点
的
に
や
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ソ
リ
デ
ッ
ト
Ｂ24

の
四
発
機
で

し
た
。
夏
島
に
い
た
私
た
ち
は
た
だ
も
う
「
忍
」
の
一
字
で
、

防
空
壕
で
退
避
一
方
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
敵
の
攻
撃
は
サ
イ
パ
ン
へ
移
っ
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク

島
へ
の
空
爆
は
ま
す
ま
す
猛
烈
と
な
り
、
天
長
節
の
四
月
二
十

九
日
か
ら
五
月
二
日
頃
に
か
け
て
は
、
も
う
艦
載
爆
撃
機
の
猛

撃
一
色
の
連
続
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
軍
は
山
の
上
に

あ
る
高
射
砲
（
満
州
よ
り
来
た
四
門
）
が
応
戦
す
る
だ
け
で
す
。

私
の
部
隊
は
曲
射
砲
、
九
十
二
式
歩
兵
砲
、
九
十
四
式
速
射
砲
、

四
十
七
ミ
リ
機
動
砲
で
一
切
飛
行
機
に
対
し
て
は
役
に
立
ち
ま

せ
ん
。
防
空
壕
へ
逃
げ
る
ば
か
り
。

私
は
入
隊
当
初
は
観
測
で
十
九
年
五
月
よ
り
分
隊
長
、

終
戦
、

最
終
は
陸
軍
軍
曹
で
す
。
結
局
は
サ
イ
パ
ン
が
敵
に
落
ち
る
ま

で
三
～
四
ヵ
月
、
猛
爆
の
や
ら
れ
放
し
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
味

方
の
損
害
も
さ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
戦
死
負
傷
も
出
ま
し
た
。

次
に
島
で
の
食
料
事
情
に
つ
い
て
は
、
初
め
は
内
地
か
ら
の

補
給
食
料
で
す
が
、
補
給
が
制
空
権
、
制
海
権
の
た
め
駄
目
に

な
り
、
倉
庫
に
あ
る
も
の
は
猛
爆
で
や
ら
れ
、
在
庫
品
が
急
速

に
減
少
し
て
、
基
準
定
量
の
五
割
を
や
っ
と
守
る
状
態
で
す
。

七
百
五
十
グ
ラ
ム
―
五
合
の
五
十
％
と
い
え
ば
二
・
五
合
。
そ

ん
な
少
な
い
食
料
で
作
業
は
む
つ
か
し
い
。
よ
う
や
く
現
地
自

活
と
い
う
「
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
」
に
着
手
し
た
の
は
、
サ
イ
パ

ン
が
落
ち
て
か
ら
の
こ
と
で
す
か
ら
、
十
九
年
八
月
頃
か
ら
で

し
ょ
う
。
南
洋
の
暑
い
処
だ
か
ら
、
一
年
中
栽
培
が
出
来
て
年

間
に
三
回
の
収
穫
が
あ
る
が
、
一
回
、
二
回
目
は
普
通
の
大
き

さ
に
育
つ
が
、
三
回
目
以
下
は
小
さ
く
な
る
。
特
に
夏
島
に
は

軍
人
、
軍
属
で
何
万
人
も
の
人
が
い
る
の
で
、
夏
島
に
ば
か
り

頼
っ
て
は
い
け
な
い
。

水
曜
島
は
大
き
い
か
ら
、
開
拓
さ
え
す
れ
ば
よ
り
多
く
採
れ

る
。
と
い
う
こ
と
で
私
は
二
十
年
一
月
頃
に
、
二
十
人
程
の
兵

を
連
れ
て
島
を
出
て
、
イ
モ
作
り
に
専
念
し
た
。
十
九
年
十
月

よ
り
二
十
年
三
月
頃
ま
で
が
一
番
食
料
事
情
が
悪
く
て
、
一
日

に
つ
き
数
十
人
の
餓
死
者
が
出
た
こ
と
も
あ
る
。
戦
わ
ず
し
て

栄
養
失
調
で
す
。
幸
い
に
し
て
サ
イ
パ
ン
陥
落
後
は
私
の
島
の



爆
撃
も
な
く
な
り
、
終
日
イ
モ
作
り
か
、
兵
器
磨
き
か
で
す
。

何
し
ろ
海
の
潮
風
が
ま
と
も
に
強
く
吹
く
の
で
、
鉄
は
直
ぐ
錆

び
る
。
毎
日
磨
か
な
い
と
い
け
な
い
。

高
射
砲
隊
で
は
最
盛
期
に
は
一
門
に
つ
き
五
百
発
の
弾
丸
を

打
っ
て
敵
機
に
応
戦
し
た
。

島
と
内
地
を
往
復
す
る
病
院
船
に
、

内
緒
で
高
射
砲
の
弾
丸
を
積
ん
で
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
五
百

発
も
射
つ
と
砲
身
の
螺
旋
が
な
く
な
り
、
弾
丸
の
射
距
離
と
命

中
率
が
ぐ
ん
と
落
ち
て
く
る
。
Ｂ29

は
高
空
を
飛
ぶ
の
で
、
た

だ
も
う
当
た
ら
な
い
が
、
射
っ
て
お
る
だ
け
の
状
況
で
す
。
私

た
ち
の
戦
場
生
活
と
し
て
は
高
射
砲
隊
の
み
が
防
戦
し
て
、
他

の
部
隊
は
す
べ
て
防
空
壕
へ
入
り
、
ま
あ
イ
モ
を
作
っ
て
健
康

を
維
持
し
、
敵
が
上
陸
し
て
来
る
の
に
備
え
て
兵
力
の
消
耗
を

防
げ
と
の
命
令
で
し
た
。

そ
の
次
は
魚
を
と
れ
と
の
命
令
で
す
。

兵
隊
を
つ
れ
て
、
舟
に
乗
り
魚
取
り
に
出
る
。
方
法
は
爆
薬
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
手
榴
弾
で
は
駄
目
で
す
。
爆
薬
や
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
を
使
っ
て
す
る
と
、
そ
の
付
近
の
魚
は
失
神
状
態
で
浮
い

て
く
る
。
爆
薬
は
手
製
で
、
缶
へ
火
薬
、
雷
管
、
道
火
線
、
時

と
し
て
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
も
混
ぜ
て
点
火
し
て
投
げ
込
む
。
ま
れ

に
は
不
発
が
あ
り
、
不
発
か
と
思
っ
て
接
近
し
た
瞬
間
爆
発
し

て
、
死
亡
し
た
悲
し
い
戦
友
も
出
ま
し
た
。
こ
れ
も
戦
死
者
で

す
。
敵
の
弾
丸
に
当
た
っ
た
者
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
す
。

楽
し
か
っ
た
こ
と
と
い
う
よ
り
も
苦
し
い
中
で
の
楽
し
み

は
、
本
島
よ
り
十
キ
ロ
位
離
れ
た
島
へ
数
人
を
つ
れ
て
カ
ヌ
ー

（
巾
四
尺
、
長
さ
四
間
位
）
に
乗
り
、
爆
薬
、
燃
料
、
水
そ
の

他
を
持
っ
て
行
き
ま
す
。
手
で
漕
い
だ
り
、
風
の
あ
る
時
は
帆

を
立
て
ま
す
。
原
住
民
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
朝
早
く
出
か
け
て

魚
を
取
り
、
う
ま
い
も
の
は
先
に
食
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う

し
て
イ
モ
で
澱
粉
質
を
、
魚
で
蛋
白
質
を
と
る
わ
け
で
し
た
。

終
戦
後
は
米
軍
よ
り
の
食
料
補
給
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
ト

ラ
ッ
ク
島
は
食
料
が
な
い
と
い
う
の
で
、
ほ
か
の
処
に
比
べ
て

苦
し
い
か
ら
、
早
く
引
き
揚
げ
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に

は
船
が
少
な
い
の
で
、
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
（
Ｌ
．
Ｓ
．
Ｔ
．

）

が
使
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
十
二
月
十
七
日
出
発
し
、
途
中
小
笠
原
へ
立
ち
寄
り
ま

し
て
、
十
二
月
二
十
七
日
内
地
の
浦
賀
へ
帰
り
ま
し
た
。
内
地

は
食
物
は
少
な
い
と
い
う
話
で
し
た
が
、
内
地
の
土
を
踏
め
る

と
い
う
の
で
皆
喜
ん
で
上
陸
を
楽
し
み
に
し
ま
し
た
。

上
陸
す
る
と
、
と
た
ん
に
消
毒
用
の
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｔ
の
散
布
を



受
け
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
元
来
ト
ラ
ッ
ク

島
は
海
が
近
く
て
潮
風
が
十
分
な
せ
い
か
、
シ
ラ
ミ
は
い
な
か

っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
南
京
虫
が
お
り
ま
し
た
。
海
水
で
よ

く
水
浴
が
出
来
た
た
め
か
、
シ
ラ
ミ
の
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
南

京
虫
も
少
し
は
い
た
が
、
幸
い
私
の
皮
膚
は
虫
に
抵
抗
力
が
あ

っ
て
助
か
り
ま
し
た
。

最
後
に
最
も
思
い
出
の
深
い
こ
と
と
い
え
ば
、
や
は
り
ト
ラ

ッ
ク
島
で
の
空
腹
の
問
題
で
す
。
特
に
十
九
年
六
月
頃
よ
り
二

十
年
三
月
頃
ま
で
が
ひ
ど
く
て
、
餓
死
者
が
出
て
、
海
軍
の
軍

属
が
沢
山
亡
く
な
り
ま
し
た
。
食
料
が
不
自
由
に
な
る
に
従
い
、

イ
モ
の
葉
を
食
べ
ま
し
た
。
井
戸
の
真
水
で
葉
を
煮
て
、
オ
シ

タ
シ
で
食
べ
た
り
、
ま
た
葉
と
茎
を
細
か
く
切
り
、
イ
モ
に
入

れ
た
り
で
し
た
。
今
考
え
て
も
「
よ
く
ぞ
ま
あ
、
あ
の
厳
し
い

米
軍
の
猛
爆
に
耐
え
て
生
き
延
び
た
こ
と
よ
、
よ
く
ぞ
ま
あ
空

腹
に
負
け
ず
と
健
康
を
保
っ
て
生
き
残
っ
た
こ
と
よ
」
と
、
感

無
量
で
す
。

私
は
漁
撈
隊
に
入
り
、
魚
を
採
っ
て
は
天
日
で
干
し
、
塩
漬

け
に
し
て
保
存
し
た
り
、
椰
子
の
実
を
利
用
し
た
椰
子
酒
に
恵

ま
れ
た
り
し
た
お
か
げ
で
、
他
の
人
に
比
べ
て
格
段
の
差
で
食

料
に
恵
ま
れ
て
、
元
気
で
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
じ
島
に
い
た
日
本
人
同
志
の
中
に
は
餓
死
し
た

者
も
多
い
の
で
、
心
よ
り
相
済
ま
ぬ
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
深

く
深
く
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
人
間
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
、

敵
と
戦
っ
て
名
誉
の
戦
死
を
し
、
手
柄
を
立
て
、
勲
章
を
貰
う

よ
う
な
勇
ま
し
い
死
に
方
が
理
想
で
す
が
、
栄
養
失
調
の
餓
死

と
は
戦
争
指
導
者
の
作
戦
方
法
や
兵
力
の
運
用
の
優
秀
に
、
疑

問
を
抱
く
の
は
私
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

終
わ
り
に
臨
み
、
世
界
平
和
、
人
類
の
幸
福
を
強
く
念
じ
て
、

悲
惨
な
戦
争
を
し
な
い
よ
う
祈
り
ま
す
。

補
給
な
き
孤
島
セ
ラ
ム
　 

茨
城
県
　
川
田
一
櫻
　 

―
川
田
さ
ん
は
現
役
で
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
へ
入
ら
れ
た
そ

う
で
す
が
、
再
召
集
は
何
処
で
し
た
か
。

私
は
大
正
八
年
十
月
一
日
生
れ
、
昭
和
十
五
年
一
月
十
日
、

近
歩
第
一
連
隊
へ
入
営
、
九
段
上
の
今
の
武
道
館
の
あ
る
所
で




